
研
究
論
文考
古
発
見
の
中
国
古
紙
本
絵
画
に
関
す
る
一
考
察

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
書
画
支
持
体
　
宴
飲
図
と
出
行
図

は
じ
め
に

紙
本
絵
画
は
絵
画
表
現
上
最
も
重
要
な
形
式
の
一
つ
で
あ
る
。
絵
画
に
反
映

さ
れ
た
主
題
を
感
じ
取
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
場
合
は
大
画
面
の
壁
画
に
及
ぶ

も
の
は
な
い
が
、
紙
本
は
現
存
す
る
絵
画
の
支
持
体
と
し
て
質
量
共
に
他
の
物

に
勝
っ
て
お
り
、
そ
の
上
保
存
に
も
比
較
的
適
し
て
い
る
。
中
国
は
製
紙
法
の

発
祥
地
で
あ
る
た
め
、
紙
上
に
作
画
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
当
然
長
い
歴
史
を

持
っ
て
い
る
。
本
稿
は
考
古
学
上
の
紙
画
の
発
掘
成
果
と
こ
れ
ま
で
の
先
行
研

究
を
踏
ま
え
て
、
古
紙
と
紙
文
書
の
発
見
に
つ
い
て
順
を
迫
っ
て
み
て
い
き
、

そ
こ
か
ら
中
国
古
紙
画
の
発
生
、
発
展
及
び
他
の
支
持
体
を
用
い
た
絵
画
と
の

相
関
問
題
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

1
．
書
画
の
支
持
体
変
化
の
流
れ

製
紙
法
は
中
国
古
代
四
大
発
明
の
一
つ
で
あ
る
。
紙
の
発
明
以
前
の
非
常
に

長
い
時
間
、
人
類
は
多
く
の
材
料
に
字
を
書
き
、
物
事
を
記
録
し
て
い
た
。
文

献
と
発
掘
資
料
に
よ
り
、
最
初
期
の
人
々
は
縄
を
結
ぶ
こ
と
で
物
事
を
記
録
し

元
　
林

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
事
が
発
生
す
る
と
結
び
目
を
作
り
、
そ
れ
が

終
わ
る
と
解
く
と
い
う
や
り
方
で
あ
っ
た
。
股
・
周
代
（
前
一
六
～
前
三
世
紀
）

に
な
る
と
既
に
文
字
は
成
熟
し
た
も
の
と
な
る
が
、
紙
は
未
だ
存
在
せ
ず
、

人
々
は
文
字
を
記
録
す
る
た
め
の
様
々
な
方
法
を
考
え
出
し
た
。
第
一
に
考
え

出
さ
れ
た
の
が
亀
甲
や
獣
骨
上
に
文
字
を
彫
り
刻
む
方
法
で
、
こ
れ
に
よ
る
所

謂
「
甲
骨
文
」
が
、
中
国
に
お
い
て
現
存
最
古
の
文
字
が
記
載
さ
れ
た
書
面
で

あ
る
。
ま
た
商
代
以
降
の
青
銅
が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
か
で
、
青
銅
器

を
鋳
造
す
る
過
程
で
文
字
を
刻
む
葬
器
銘
文
即
ち
「
金
文
」
或
い
は
「
鐘
鼎
文
」

も
生
ま
れ
た
。
春
秋
戦
国
時
代
以
後
に
は
、
簡
憤
・
嫌
畠
と
い
っ
た
文
字
記

載
用
に
新
し
い
材
料
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
字
を
竹
片
或
い
は
木
片

上
に
書
い
た
も
の
を
竹
木
簡
億
と
一
般
に
呼
ぶ
。
他
に
秦
代
以
前
に
は
以
上
の

記
事
材
料
以
外
、
「
石
鼓
文
」
　
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
石
も
文
字
を
記
す
も
の

と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
古
代
中
国
に
お
け
る
記
事
材
料
と
し
て
は
、

陶
器
、
甲
骨
、
金
石
玉
器
、
竹
木
簡
憤
、
嫌
吊
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
が
存

在
し
た
。
し
か
し
、
甲
骨
、
金
、
玉
、
石
な
ど
は
表
面
が
硬
い
上
に
重
く
か
さ

ば
る
た
め
、
写
字
閲
読
、
運
搬
や
保
管
に
適
さ
な
く
、
あ
ま
り
記
事
材
料
と
し

て
は
長
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
竹
木
簡
憤
、
嫌
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吊
は
春
秋
戟
国
時
代
以
降
、
写
字
支
持
体
と
し
て
主
流
に
な
っ
て
い
っ
た
。
中

で
も
嫌
吊
は
絵
画
を
描
く
も
の
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
。

時
代
を
経
て
社
会
文
化
が
発
展
し
、
生
産
力
が
向
上
す
る
と
共
に
、
写
字
の

支
持
体
探
求
も
続
け
ら
れ
、
つ
い
に
は
理
想
の
支
持
体
を
発
明
す
る
に
至
っ
た
。

そ
れ
こ
そ
が
紙
で
あ
る
。
前
代
で
は
主
流
で
あ
っ
た
簡
憤
、
嫌
畠
は
そ
れ
ぞ

れ
厚
さ
が
あ
り
重
い
、
高
価
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
徐
々
に
時
代
の
要
求
に
応

じ
ら
れ
な
く
な
り
、
前
漢
　
（
前
二
〇
六
～
二
五
）
　
初
か
ら
は
写
字
、
運
搬
に
適

す
る
紙
に
取
っ
て
代
え
ら
れ
る
兆
し
が
見
え
始
め
た
。
一
九
八
六
年
六
月
か
ら

九
月
に
か
け
て
発
掘
さ
れ
た
前
漢
早
期
の
文
帝
、
景
帝
期
　
（
前
一
七
九
～
前
一

四
一
年
）
　
の
甘
粛
天
水
放
馬
灘
墓
か
ら
出
土
し
た
古
紙
　
「
放
馬
灘
紙
」
　
（
甘
粛

省
文
物
考
古
研
究
所
蔵
）
　
（
図
1
）
　
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
世
界
最
古
の
地
図
で

あ
り
世
界
最
古
の
植
物
繊
維
紙
で
あ
る
。
こ
の
紙
片
は
滑
ら
か
で
艶
や
か
な

一
七
～
四
二
〇
）
　
中
・
後
期
に
は
つ
い
に
簡
憤
・
嫌
畠
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。

魂
晋
南
北
朝
時
代
　
（
二
二
〇
～
五
八
一
）
　
の
文
人
に
よ
っ
て
詠
わ
れ
た
紙
に
つ

い
て
の
詩
文
は
少
な
く
な
く
、
晋
代
博
威
の
　
「
紙
賦
」
、
南
朝
梁
代
肖
樺
の

「
昧
紙
」
　
な
ど
は
有
名
で
あ
る
。

二
．
古
紙
、
紙
本
文
書
の
発
見
と
伝
世
の
紙
本
書
画

紙
面
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ

に
は
細
い
墨
線
で
山
川
や
道

路
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

紙
は
両
漠
時
代
　
（
前
二
〇
六

～
二
二
〇
）
、
書
の
支
持
体
と

し
て
末
だ
簡
憤
・
嫌
畠
の
副

次
的
な
立
場
に
甘
ん
じ
て
い

た
が
、
西
晋
　
（
二
六
五
～
三

一
六
）
　
以
降
、
製
紙
技
術
の

進
歩
及
び
需
要
の
増
加
に
よ

り
簡
憤
・
嫌
畠
の
位
置
に
追

い
つ
き
、
そ
し
て
束
晋
　
（
三

図1　紙本地図　前漢・約前150年　紙本墨画

5．5×2．6cm　甘粛省天水市放馬灘前漢墓出土

蘭州市、甘粛省文物考古研究所蔵

二
十
世
紀
開
始
以
来
、
新
涯
、
甘
粛
、
駅
西
な
ど
の
地
域
で
両
漢
時
代
の
古

紙
残
片
が
数
十
片
出
土
し
た
。
新
彊
楼
蘭
、
吐
魯
番
、
内
蒙
古
エ
チ
ナ
漠
代
亭

燵
遺
址
、
敦
怪
漢
代
駅
祐
蜂
燵
遺
址
、
敦
憧
莫
高
窟
蔵
経
洞
な
ど
で
は
、
漠
代

か
ら
唐
代
に
至
る
多
く
の
紙
本
文
書
と
経
巻
も
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
漠

晋
時
代
の
精
美
な
作
品
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。
以
下
そ
れ
ら
の
作
品

の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
概
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
　
敦
塩
駅
姑
蜂
優
遇
址
出
土
の
漢
晋
文
書

敦
燈
発
見
の
漠
晋
紙
文
書
の
中
で
最
も
著
名
な
も
の
は
、
懸
泉
置
遺
址
の
出

土
品
で
あ
る
。
敦
燈
甜
水
井
漢
代
懸
泉
置
遺
址
は
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
二

年
に
か
け
て
発
掘
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
出
土
し
た
四
六
〇
余
点
の
麻
紙
の
う
ち

文
書
は
十
点
あ
り
、
そ
の
時
代
別
内
訳
は
前
漠
武
帝
期
（
前
一
四
一
～
前
八
七
）
、

昭
帝
期
　
（
前
三
三
～
前
七
）
　
の
も
の
が
三
点
、
前
漠
宣
帝
期
　
（
前
七
四
～
前
四

九
）
　
か
ら
成
帝
期
　
（
前
三
三
～
前
七
）
　
の
も
の
が
四
点
、
後
漠
　
（
二
五
～
二
二

〇
）
　
初
期
の
も
の
が
二
点
、
西
晋
の
も
の
が
一
点
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
前
漠
武
帝
期
の
文
書
は
、
現
在
ま
で
に
発
掘
さ
れ
た
紙
本
文
書
の

中
で
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
紙
文
書
残
片
の
発
見
は
前
漢
に
あ
っ
て

既
に
絹
、
竹
、
木
、
紙
の
四
種
類
の
書
の
支
持
体
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
を
証
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（
5
）

明
し
た
。

（
二
）
　
新
彊
楼
蘭
文
書

楼
蘭
遺
址
出
土
の
紙
本
文
書
の
年
代
の
上
限
は
素
平
四
年
　
（
二
五
二
）
、
下

限
は
建
興
十
八
年
　
（
三
三
〇
）
　
で
あ
り
、
こ
れ
は
お
よ
そ
曹
魂
　
（
二
二
〇
～
二

六
五
）
、
西
晋
、
前
涼
　
（
三
二
二
～
三
七
六
）
　
と
い
っ
た
王
朝
が
支
配
し
て
い

た
時
期
に
当
た
る
。
ス
ウ
エ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
は
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
二

年
の
第
二
回
中
央
ア
ジ
ア
探
険
の
際
、
楼
蘭
ロ
ブ
・
ノ
ー
ル
付
近
で
西
晋
三
世

紀
の
紙
本
墨
書
漢
文
の
　
『
戦
国
策
』
　
残
片
と
手
紙
残
片
　
（
双
方
と
も
現
在
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
に
所
蔵
）
　
等
を
得
た
。
ま
た
大
谷
探
検
隊
も

一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
〇
九
年
に
及
ぶ
第
二
次
中
央
ア
ジ
ア
探
険
の
間
に
、
十

六
国
・
前
涼
四
世
紀
の
　
『
李
柏
文
書
』
　
四
一
件
　
（
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
）

（
二
件
は
比
較
的
整
っ
て
お
り
、
残
り
三
九
件
は
残
片
）
　
を
タ
リ
ム
河
流
域
で

発
見
し
た
。
そ
し
て
近
年
の
出
土
品
と
し
て
は
、
新
彊
イ
リ
県
イ
ン
パ
ン
六
六

号
墓
か
ら
出
土
し
た
漠
晋
時
期
二
世
紀
か
ら
五
世
紀
の
紙
本
墨
書
文
書
　
（
新
彊

文
物
考
古
研
究
所
蔵
）

（
図
2
）
　
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
文
書
は
、
西

北
イ
ン
ド
及
び
中
央
ア

ジ
ア
一
帯
で
使
用
さ
れ

て
い
た
イ
ラ
ン
系
の
カ

ロ
シ
ュ
テ
ィ
ー
文
字
で

書
か
れ
て
い
る
。

図2　カロシュティー文紙文書　漢～晋・

2～5世紀　紙本墨書　12．0×

93．0cm　新彊イリ県インパン66号

墓出土　ウルムチ市、新彊文物考古

研究所蔵

（
三
）
　
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
文
書
と
写
経

Ⅰ
　
文
書

十
九
世
紀
末
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ト
ウ
ル

フ
ァ
ン
の
古
墓
及
び
い
く
つ
か
の
故
城
、
石
窟
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
紙
本
の
写

本
文
書
の
多
く
は
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
ソ
グ
ド
、
突
蕨
、
ウ
イ
グ
ル
、

吐
蕃
文
等
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
多
数
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
お
よ
そ
西

晋
十
六
国
時
期
、
高
昌
西
州
か
ら
元
代
に
及
ぶ
時
期
　
（
三
～
一
四
世
紀
）
　
に
属

し
、
各
時
代
の
政
治
、
経
済
、
生
活
文
化
等
の
研
究
の
た
め
の
重
要
資
料
で
あ

る
。
そ
の
種
類
は
公
私
文
書
、
古
籍
、
仏
道
等
の
宗
教
経
典
と
い
う
四
種
に
大

き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
科
学
的
分
析
に
よ
る
と
、
魂
晋
南
北
朝
時
期

に
属
す
も
の
で
は
、
麻
紙
を
使
用
し
て
い
る
も
の
が
絶
対
的
多
数
を
占
め
て
い

る
。
こ
の
う
ち
比
較
的
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
、
一
九
六
五
年
に
ト
ウ
ル
フ

ア
ン
県
英
沙
　
（
安
楽
）
　
故
城
出
土
の
束
晋
写
本
　
『
三
国
志
』
　
「
孫
権
伝
」
残
片

（
新
亜
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
博
物
館
蔵
）
　
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
一
九

二
八
年
に
黄
文
弼
氏
が
カ
ラ
ホ
ー
ジ
ャ
の
農
民
か
ら
購
入
し
た
前
案
時
期
の

『
日
雀
元
年
　
（
三
八
四
）
　
物
品
活
単
』
　
残
片
二
件
　
（
北
京
、
国
家
博
物
館
蔵
）

も
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
は
高
昌
故
城
か
ら
出
土
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。

‥
1
1
　
写
経

中
国
に
お
け
る
写
経
は
後
漢
明
帝
永
平
一
〇
年
　
（
六
七
）
　
に
始
め
ら
れ
た
と

思
わ
れ
、
当
時
洛
陽
に
お
い
て
多
く
の
高
僧
が
大
量
の
仏
典
を
翻
訳
し
て
い
た
。

そ
し
て
仏
典
の
翻
訳
、
伝
播
が
大
い
に
為
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
貌
晋
南
北
朝

時
期
に
は
、
洛
陽
、
長
安
、
建
康
等
が
訳
経
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
当
時
の
仏

教
写
本
は
紙
本
が
多
数
を
占
め
、
現
存
最
古
の
仏
教
写
本
は
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
出
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土
の
西
晋
竺
法
護
等
訳
の
も
の
で
あ
る
。
現
存
例
と
し
て
日
本
の
知
恩
寺
蔵

『
聖
法
印
経
』
　
や
一
九
一
四
年
に
大
谷
探
検
隊
が
新
彊
鄭
善
ト
ヨ
ク
溝
石
窟
遺

址
で
得
た
　
『
諸
仏
要
集
経
』
　
（
旅
順
博
物
館
、
東
京
国
立
博
物
館
他
蔵
）
　
が
あ

る
。
前
者
に
は
西
晋
元
康
四
年
　
（
二
九
四
）
　
に
竺
法
護
が
酒
泉
で
訳
出
し
た
記

録
が
あ
り
、
後
者
に
は
西
晋
元
康
六
年
（
二
九
六
）
　
の
年
紀
が
あ
る
。

（
四
）
　
敦
塩
遺
書

敦
燈
莫
高
窟
蔵
経
洞
　
（
第
一
七
窟
）
　
か
ら
発
見
さ
れ
た
約
五
万
件
の
敦
塩
遺

書
の
制
作
年
代
は
四
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
及
び
、
そ
の
う
ち
年
紀
の
あ
る
も

の
は
一
千
件
近
く
あ
る
。
比
較
的
早
期
、
晩
期
の
年
紀
の
あ
る
遺
書
と
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
西
涼
建
初
二
年
　
（
四
〇
六
）
　
の
記
載
の
あ
る
　
『
十
話
比
丘
戎
本
』

（
S
・
七
九
七
）
、
『
大
宋
威
平
五
年
　
（
一
〇
〇
二
）
　
敦
塩
王
曹
宗
寿
編
造
映
子

入
報
恩
寺
記
』
　
（
◎
・
三
二
a
）
　
が
有
名
で
あ
る
。
ま
た
東
晋
威
和
年
間
　
（
三

二
六
～
三
三
七
）
　
の
　
『
優
婆
塞
戒
』
　
残
巻
、
西
涼
建
初
七
年
　
（
四
二
）
　
の

『
妙
法
蓮
華
経
』
　
残
紙
等
も
あ
る
。

（
五
）
　
伝
世
紙
本
書
画
作
品
の
略
説

北
宋
米
帯
の
　
『
書
史
』
　
に
　
「
王
義
之
　
『
来
戯
帖
』
，
黄
麻
紙
。
」
と
い
う
記

載
が
あ
る
如
く
、
文
献
に
よ
る
と
書
法
家
の
西
晋
陸
机
　
（
二
六
一
～
三
〇
三
）
、

東
晋
王
義
之
　
（
三
二
一
（
？
）
　
～
三
七
九
　
（
？
）
）
　
等
は
皆
麻
紙
を
以
て
揮
毒

し
て
い
た
と
い
う
。
現
存
紙
本
書
跡
の
中
で
比
較
的
制
作
年
代
の
早
い
陸
机
の

章
草
　
『
平
復
帖
』
　
は
ま
さ
に
自
麻
紙
上
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
他
に
魂
晋
南
北

朝
期
の
麻
紙
本
伝
世
作
品
と
し
て
は
　
『
三
希
堂
法
帖
』
　
に
お
い
て
誉
め
称
え
ら

れ
て
い
る
王
義
之
『
快
雪
時
晴
帖
』
、
王
献
之
（
三
四
四
～
三
八
六
）
『
中
秋
帖
』
、

玉
均
（
三
五
〇
～
四
〇
一
）
　
『
伯
遠
帖
』
　
（
三
作
品
共
に
北
京
の
故
宮
博
物
院
所

蔵
）
　
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

唐
時
代
　
（
六
一
八
～
九
〇
七
）
　
に
な
る
と
、
紙
を
用
い
て
作
画
す
る
こ
と
が

次
第
に
多
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
唐
代
の
伝
世
紙
本
絵
画
の
う
ち
真
筆
で

あ
る
も
の
の
多
く
は
比
較
的
後
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
割
合
早

い
時
期
の
も
の
と
し
て
唐
代
有
数
の
著
名
画
家
で
あ
る
韓
操
　
（
七
二
三
～
七
八

七
）
　
の
　
「
五
牛
図
」
　
（
北
京
、
故
宮
博
物
院
蔵
）
　
等
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

「
五
牛
図
」
も
ま
た
麻
紙
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
前
漠
か
ら
西
晋
十
六
国
時
期
ま
で
の
紙
本
の
公
私
文
書
、
仏
教
写
経
及

び
伝
世
書
画
作
品
を
み
て
き
た
。

古
紙
の
大
量
発
見
と
そ
れ
に
関
連
す
る
文
献
の
記
載
は
、
以
下
の
事
実
を
証

明
す
る
。
①
前
漢
時
期
に
は
大
概
、
紙
は
梱
包
等
に
用
い
ら
れ
、
前
浜
中
晩
期
、

後
漠
初
か
ら
徐
々
に
書
の
材
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
②
紙
が
人
々

の
生
活
に
お
い
て
多
岐
に
わ
た
る
目
的
で
使
用
さ
れ
た
。
③
貌
晋
時
期
に
お
い

て
紙
画
が
出
現
し
た
。
④
製
紙
技
術
の
継
続
的
な
進
歩
が
、
貌
晋
時
期
以
降
に

繁
栄
し
た
書
画
芸
術
に
対
し
て
幅
広
い
舞
台
を
提
供
し
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
考
古
発
見
の
紙
本
品
、
と
り
わ
け
乾
燥
気
候
の
河
西
や

新
鑑
等
の
石
窟
、
古
墓
等
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
漠
魂
時
期
の
紙
本
文
書
、
写

経
と
絵
画
は
こ
れ
ら
の
事
実
を
証
明
す
る
た
め
の
絶
好
の
例
証
で
あ
る
。
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三
．
古
紙
本
絵
画
の
発
見
及
び
研
究

前
述
の
通
り
二
十
世
紀
初
め
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
新
選
ト
ウ
ル
フ

ァ
ン
地
区
の
古
墓
か
ら
多
く
出
土
し
た
紙
本
絵
画
に
は
、
唐
代
西
州
時
期
　
（
六

四
〇
～
七
九
〇
）
　
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
中
の
代
表
と
し
て
、
カ

ラ
ホ
ー
ジ
ャ
古
墓
群
出
土
の
唐
開
元
四
年
　
（
七
一
六
）
　
の
紀
年
を
有
す
る
文
書



の
裏
に
措
か
れ
て
い
た
　
「
樹
下
人
物
図
」
　
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
、
一
九
六
九

年
出
土
の
　
「
花
鳥
画
」
　
（
新
東
経
吾
ホ
自
治
区
博
物
館
蔵
）
、
「
樹
下
美
人
図
」

（
静
岡
、
M
O
A
美
術
館
蔵
）
　
及
び
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
等
に
散
在
し
て

い
る
　
「
伏
義
女
禍
図
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
敦
燈
莫
高
窟
蔵
経
洞
か
ら

も
唐
宋
時
期
の
紙
本
絵
画
が
少
な
か
ら
ず
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
日
本
等
に
散
在
し
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
英

博
物
館
、
パ
リ
の
ギ
メ
博
物
館
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
著
名
な
作

品
と
し
て
「
騎
馬
人
物
図
」
　
（
ギ
メ
博
物
館
蔵
）
　
等
が
あ
る
。

以
下
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
紙
本
絵
画
の
最
古
の
も
の
、
す
な
わ
ち
西
晋

か
ら
十
六
国
時
期
の
作
品
（
考
古
発
見
の
中
国
古
紙
本
絵
画
作
品
略
表
を
参
照
）

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）
一
九
七
〇
年
代
以
前
発
見
の
古
紙
本
絵
画

ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
地
区
で
は
高
昌
時
代
　
（
五
～
七
世
紀
中
頃
）
　
に
仏
教
芸
術
が

大
い
に
制
作
さ
れ
た
が
、
世
俗
生
活
を
反
映
し
た
作
品
は
多
く
作
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
か
ら
は
多
く
の
非
仏
教
世

俗
芸
術
品
が
出
土
し
、
特
に
絵
画
作
品
は
西
域
そ
の
他
オ
ア
シ
ス
文
化
を
表
象

す
る
芸
術
作
品
と
し
て
大
き
な
価
値
を
持
つ
。

ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
出
土
の
絵
画
に
は
、
晋
代
か
ら
唐
代
に
至
る
数
百
年
の

間
に
制
作
さ
れ
た
紙
本
作
品
、
絹
本
作
品
、
壁
画
が
あ
る
。
壁
画
に
は
　
「
樹
下

人
物
図
」
屏
風
、
「
花
鳥
図
」
屏
風
及
び
荘
園
生
活
を
反
映
し
た
画
等
多
く
の

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
画
は
一
墓
中
に
共
存
し
て
お
り
、
全
て
合
わ
せ
る
こ

と
で
古
代
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
の
世
俗
生
活
を
生
き
生
き
と
表
現
す
る
巨
大
な
図
巻

を
構
成
す
る
。
紙
本
の
数
は
極
め
て
少
な
い
が
、
そ
こ
に
は
古
代
ト
ウ
ル
フ
ァ

ン
の
世
俗
生
活
を
直
視
し
た
画
が
描
か
れ
、
画
題
と
し
て
は
荘
園
生
活
、
宴
欽

表1考古発見の中国古紙本絵画作品略表

出土墓名 発見年代 材質，彩色，技法 画題 法量 制作 年代 参考■文献

トウルフアン 1915年 紙本 （麻紙）着色， 宴飲 、厨事 26．8 × 西晋 十六 S T E IN （A u rel）．

アスターナ第 彩色 ：赤、白、縁、 87．2cm 国 （3世紀 J加湿eγr托05 とA gぬ，

二区 1 号墓 黒、灰等

鈎勤填彩

末～4世紀

前 半）

3volり0 Ⅹford，198 1 ．

トゥルフアン 19 15年 紙本 （麻紙）墨画 宴楽、厨事 、 44．8 × 西晋 十六 S T E IN （A u rel），

アスターナ第 淡彩 牛車 52．0 cm 国 （3世紀 J加湿の7托05 とA s宜α，

六区 3 号一墓 彩色 ：赤、茶褐色、

緑

末～4世紀

前半）

3vo1．，0 Xford，198 1．

トウルフアン 1964年 紙本 （麻紙）着色， 地主生活囲 ： 46．2 × 西晋十六 新澄雄吾ホ 自治区

アスターナ13 彩色 ：赤、茶褐色、 燕居、尉事 、 106．5cm 国 （3世紀 博物館 「吐魯番県阿

号墓 黒

鈎勤填彩

農事、鞍馬等 末～4世紀 斯塔 那一瘡拉和卓古

前半） 墓群発掘筒報」，

『文物』 1973年 第10

期 ，7～27頁。

玉門官庄 1 号墓 2003年 紙本 （麻紙）着色 山行図 ：牛 車、 23．0 × 西晋十六 ti▲粛 省文物 考古研究

彩色 ：紫、黄、 鞍馬、人物 64．0cm 国 （3世紀 所 「甘粛玉 門官庄貌

赤等 後 半～4 世 晋墓 葬発掘簡報」，

鈎勤填彩 紀前半） 『考古与 文物』2005

年第6期 ，10 ～ 15頁。
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等
が
あ
る
。
そ
し
て
絹
本
作
品
に
は
舞
楽
、
囲
碁
仕
女
、
牧
馬
等
が
画
題
と
し

て
採
用
さ
れ
、
そ
れ
を
屏
風
形
式
に
描
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
絹
、
麻
、
紙

画
の
中
で
出
土
数
が
最
も
多
く
、
最
も
著
名
な
も
の
は
伏
養
女
桐
を
画
題
と

し
た
作
品
で
あ
る
。

次
に
個
々
の
紙
本
作
品
に
つ
い
て
み
て
い
ぐ
。

i
　
荘
園
生
活
図

一
九
六
四
年
ア
ス
タ
ー
ナ
一
三
号
墓
よ
り
出
土
し
た
墓
主
の
　
「
荘
園
生
活

図
」
、
通
称
「
地
主
生
活
図
」
　
（
図
3
）
　
は
六
小
紙
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
成
る

縦
四
六
・
二
c
m
、
横
一
〇
五
c
m
の
紙
本
着
色
画
で
あ
る
。
こ
の
画
は
、
墓
主

像
を
中
心
に
周
り
に
荘
園
生
活
の
い
く
つ
か
の
場
面
を
配
し
て
い
る
。
各
モ
チ

ー
フ
の
配
置
は
割
合
自
由
に
為
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
の
構
図
は
よ
く
整
っ
て

い
る
。
画
面
中
心
の
墓
主
は
垂
飾
り
を
つ
け
る
覆
斗
形
屋
根
の
帳
の
中
で
楊
上

に
坐
っ
て
お
り
、
高
冠
を
戴
き
、
団
扇
を
手
に
握
っ
て
い
る
。
墓
主
の
横
に
は

そ
の
妻
或
い
は
侍
女
と
思
わ
れ
る
女
性
が
脆
坐
し
て
控
え
て
お
り
、
帳
の
す
ぐ

左
と
画
面
の
左
端
に
そ
れ
ぞ
れ
果
樹
が
あ
る
。
果
樹
の
う
ち
帳
脇
の
も
の
に
は

長
尾
の
大
鳥
が
と
ま
り
、
二
果
樹
の
間
に
は
頭
を
も
た
げ
た
鞍
馬
と
御
者
、
そ

の
後
ろ
に
曲
蓋
、
節
、
麿
、
帳
が
そ
れ
ぞ
れ
措
か
れ
る
。
そ
し
て
画
面
右
側

に
は
厨
房
図
と
田
圃
及
び
農
具
が
表
さ
れ
る
。
ま
た
画
面
右
上
端
の
東
方
の
象

徴
で
あ
る
太
陽
は
中
に
三
足
烏
を
入
れ
て
、
反
対
側
の
左
上
端
の
西
方
を
象
徴

す
る
月
は
中
に
塘
蛤
を
有
し
て
い
る
。
更
に
帳
端
の
果
樹
の
上
両
端
に
は
、
ほ

ぼ
左
右
対
称
に
北
斗
七
星
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
多
く
の
モ
チ
ー
フ
が
描
き
込
ま
れ
た
画
は
、
天
地
人
間
の
相
互
関
係
と

当
時
の
豪
族
及
び
官
吏
達
の
日
月
と
星
の
光
が
輝
く
空
の
下
で
の
荘
園
生
活
の

盛
況
ぶ
り
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
画
面
全
体
に
溢
れ
る

苧一：「、岬二、川M‘、17、i
＿i妄妻一撃・

j聖二＿妄二王よき
図3　荘園生活図　前涼・4世紀前半　紙本着色106．5×46．2cm　新彊トウルフアン市

アスターナ13号墓出土　ウルムチ市、新彊ウイグル自治区博物館蔵
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富
貴
享
楽
及
び
吉
祥
と
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
求
め
て
止
ま
な
い
豪
奪
な

雰
囲
気
は
、
墓
主
が
生
前
に
安
逸
か
つ
平
和
で
め
で
た
い
生
活
を
強
く
望
ん
で

い
た
事
を
示
し
て
い
る
。

技
法
面
に
つ
い
て
は
線
が
精
微
で
な
い
な
ど
全
体
的
に
稚
拙
で
あ
り
、
こ
の

紙
画
の
芸
術
水
準
は
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
描
き
込
ま
れ
た
多

く
の
モ
チ
ー
フ
は
当
時
の
世
俗
生
活
を
反
映
し
て
お
り
、
画
家
は
栄
華
、
富
貴
、

吉
祥
を
象
徴
す
る
事
物
を
同
一
画
面
に
調
和
を
保
ち
な
が
ら
入
れ
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
観
者
を
し
て
空
想
上
の
極
め
て
華
や
か
で
広
大

な
空
間
に
留
め
置
か
し
む
の
で
あ
る
。

孟
凡
人
氏
は
墓
の
構
造
、
随
葬
品
、
木
桶
と
壁
画
等
を
総
合
し
て
分
析
し
た

結
果
、
壁
画
墓
の
墓
主
は
中
原
と
同
様
に
、
皆
当
地
に
先
祖
代
々
続
く
豪
族
家

系
の
者
と
世
襲
の
官
吏
で
あ
る
と
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
ア
ス
タ
ー
ナ
一
三

号
墓
の
墓
主
も
同
様
に
高
位
の
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た

大
量
の
文
献
史
料
に
よ
っ
て
こ
の
墓
主
の
身
分
は
一
般
的
な
地
主
で
は
な
く
、

西
晋
時
期
の
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
地
区
州
郡
の
軍
政
指
導
者
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
の
で
あ
る
。

‥
1
1
　
宴
飲
図

一
九
一
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ー
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
ア
ス
タ
ー
ナ

古
墓
群
か
ら
多
く
の
紙
画
が
発
掘
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
第
二
区
一
号
墓
出
土
の

紙
画
の
如
く
　
「
宴
飲
図
」
　
と
称
す
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
　
「
宴

飲
図
」
は
画
面
左
半
分
に
食
事
の
場
面
を
描
き
、
右
半
分
に
宴
の
準
備
を
す
る

厨
房
の
場
面
を
描
い
て
い
る
。
登
場
す
る
人
物
に
は
主
人
、
侍
者
が
い
る
が
、

服
飾
か
ら
み
て
皆
女
性
で
あ
る
。

…
1
1
1
　
宴
楽
図

「
宴
飲
図
」
と
同
様
に
一
九
一
五
年
に
ス
タ
イ
ン
が
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
第

六
区
三
号
墓
か
ら
得
た
紙
画
　
（
図
4
）
　
は
、
墓
主
燕
屠
、
宴
楽
、
厨
房
、
田

地
、
牛
車
等
日
常
生
活
か
ら
取
材
し
た
も
の
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
を

為
す
宴
楽
に
よ
り
「
宴
楽
図
」
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
　
「
宴
楽
図
」
は
主
人
夫
婦

と
賓
客
の
宴
を
楽
し
む
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
画
面
は
上
下
に
二
分
さ
れ
て

お
り
、
上
半
分
に
は
画
面
上
端
か
ら
垂
れ
る
幌
の
下
で
団
扇
を
持
ち
な
が
ら
楊

上
に
坐
る
男
主
人
と
そ
の
後
ろ
に
控
え
る
女
主
人
が
、
賓
客
と
対
座
す
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
主
人
と
賓
客
の
間
に
は
、
脆
坐
し
て
踊
る
よ
う
な

様
子
で
男
主
人
に
酒
杯
を
手
渡
す
侍
女
が
い
る
。
下
半
分
に
は
、
厨
房
図
と
舞

楽
図
が
表
さ
れ
る
。
画
面
中
心
で
両
頬
に
円
状
の
化
粧
を
す
る
女
性
が
長
袖
を

振
り
上
げ
て
舞
い
、
そ
の
脇
で
二
男
が
爺
、
鼓
で
伴
奏
す
る
。
舞
女
の
左
に
は

樹
木
と
牛
車
が
描
か
れ
、
下
に
は
火
を
俄
し
て
宴
の
準
備
を
す
る
僕
人
と
井
戸
、

図4　宴楽図　前凍・4世紀前半　紙本墨画淡彩
約44．8×52．0cm　新彊トウルフアン市アスタ

ーナ第6区3号墓出土　インド、ニューデリ

ー博物館蔵
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調
理
道
具
等
が
描
か
れ
る
。

こ
の
　
「
宴
楽
図
」
　
は
前
述
の
　
「
荘
園
生
活
図
」
と
表
現
形
式
が
類
似
し
て
お

り
、
い
く
つ
か
の
人
物
と
景
物
で
成
る
場
面
を
組
み
合
わ
せ
た
画
面
全
体
で
宴

飲
舞
楽
の
場
面
を
表
現
す
る
。
し
か
し
技
法
は
　
「
宴
楽
図
」
　
の
方
が
優
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
動
感
と
活
力
が
存
在
し
、
古
よ
り
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
崇
め
ら
れ

た
舞
と
濃
厚
な
郷
土
生
活
の
息
吹
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
の
　
「
荘
園
生
活
図
」
、
「
宴
欽
図
」
、
「
宴
楽
図
」
　
の
三

幅
の
紙
画
を
み
て
き
た
が
、
孟
凡
人
氏
は
こ
れ
ら
を
随
葬
品
の
一
種
で
あ
る
と

し
、
王
素
氏
は
壁
画
制
作
の
粉
本
で
あ
る
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
技
法
の
水

準
が
カ
ラ
ホ
ー
ジ
ャ
古
墓
の
壁
画
よ
り
も
高
度
で
あ
り
、
ま
た
後
述
す
る
木
棺

側
板
に
貼
ら
れ
る
玉
門
の
紙
画
と
比
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
三
幅
の
紙
画
は
孟
氏

と
同
様
に
随
葬
芸
術
品
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
年
代
に
つ
い
て
も
、

遭
華
氏
は
東
晋
時
期
で
あ
る
と
し
、
王
素
氏
は
西
晋
時
期
で
あ
る
と
し
、
そ

し
て
孟
凡
人
氏
は
十
六
回
時
期
の
お
よ
そ
四
世
紀
中
葉
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
カ
ラ
ホ
ー
ジ
ャ
古
墓
の
壁
画
と
玉
門
の
貌
晋
時
期
の
紙
画
を

参
考
に
す
る
他
、
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
地
区
の
西
晋
か
ら
十
六
国
時
期
の
文
化
経
済

水
準
と
当
時
の
文
書
内
容
を
考
慮
す
る
と
、
十
六
国
時
代
の
う
ち
の
前
涼
が
ト

ウ
ル
フ
ァ
ン
を
統
治
し
て
い
た
時
期
、
即
ち
三
世
紀
末
か
ら
四
世
紀
前
半
と
す

る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
二
）
　
近
年
発
見
の
古
紙
本
絵
画

・
1
　
絵
画
略
説

官
庄
古
墓
群
は
甘
粛
省
玉
門
鋲
の
西
北
一
六
・
五
k
m
に
あ
る
農
墾
局
西
干
渠

の
南
四
〇
〇
m
の
ゴ
ビ
砂
漠
上
に
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
甘
粛
省
文
物
考
古
研

究
所
が
こ
こ
の
貌
晋
時
期
墓
群
を
発
掘
し
た
際
、
二
〇
〇
三
G
Y
G
M
一
号
墓

か
ら
紙
本
の
　
「
車
馬
出
行
図
」
　
（
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
蔵
）
　
（
図
5
）
　
が
出

土
し
た
。
こ
れ
は
現
在
ま
で
に
中
国
で
出
土
し
た
紙
画
の
中
で
最
古
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
　
「
車
馬
出
行
図
」
　
は
出
土
時
、
墓
の
南
側
に
存
在

し
た
木
棺
の
右
側
板
上
に
貼
っ
て
あ
っ
た
。
縦
二
三
望
　
横
六
四
c
m
の
純
白
の

紙
上
に
、
美
し
い
色
彩
を
威
し
て
人
物
、
馬
等
を
描
い
て
い
る
。
現
在
画
面
上

に
残
っ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
は
五
人
物
と
一
馬
、
一
蓬
牛
車
で
あ
る
。
画
面
右
に

黒
い
馬
と
御
者
が
お
り
、
馬
の
後
ろ
に
牛
車
が
続
き
、
そ
の
牛
車
を
馬
と
牛
車

の
間
に
い
る
人
物
が
先
導
し
、
牛
車
周
囲
の
三
人
の
侍
従
或
い
は
御
者
が
そ
れ

に
従
う
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
西
部
の
辺
境
地
域
の
生
活
の
一
場

面
を
表
現
し
て
お
り
、
随
葬
品
を
分
析
し
た
結
果
、
こ
の
墓
の
墓
主
は
小
地
主

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
こ
に
描
か
れ
る
人
物
の
服
飾
に
は
特
色
が
あ
り
、
牛
車
を
先
導
す
る
牽
牛

者
と
馬
の
御
者
及
び
画
面
左
端
の
人
物
は
、
幅
広
の
筒
型
の
長
篠
を
穿
い
て

い
る
。
さ
ら
に
牽
牛
者
は
尖
頂
帽
を
頭
に
か
ぶ
り
、
長
裸
の
上
に
腰
帯
を
巻

い
て
い
る
。
他
の
二
人
物
の
服
飾
は
判
然
と
し
な
い
が
、
恐
ら
く
皆
同
じ
よ
う

な
姿
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
服
飾
は
中
国
西
部
地
域
の
民
族
に

特
有
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
紙
画
は
運
筆
に
抑
揚
が
な
く
、
形
状
の
変
化
に
も
乏
し
い
。
着
色
は
黒

と
黄
の
二
色
を
基
調
と
し
、
淡
い
赤
色
も
併
せ
て
用
い
る
。
描
き
方
は
黒
の
線

に
よ
る
鈎
勘
填
彩
を
基
本
と
し
て
い
る
。
人
物
描
写
の
場
合
、
細
い
線
に
よ
る

線
描
が
主
で
、
部
分
的
に
黄
や
赤
を
賦
し
て
い
る
。
牛
車
は
、
車
体
を
黒
で
平

塗
し
た
上
に
淡
い
赤
色
で
装
飾
を
施
し
、
蓬
を
張
る
柱
に
は
黒
、
黄
、
赤
の
三

色
を
用
い
、
車
体
の
前
後
に
掛
け
ら
れ
る
幕
に
は
黄
色
を
使
う
。
牛
の
身
体
は

黄
色
で
平
塗
し
た
後
に
淡
い
赤
色
を
軽
く
施
し
、
角
と
四
肢
は
里
二
色
で
描
か

－62－
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図5　車馬出行図　西晋　紙本着色　64．0×23．0cm　甘粛玉門官庄
1号墓出土　蘭州市、甘粛省文物考古研究所蔵（上：出土時、
下：補修後）

れ
る
。
馬
の
場
合
は
、
全
体
的
に
黒
で
平
塗
す
る
が
馬
体
と
鞍
の
輪
郭
線
、
鞍

の
装
飾
に
は
黄
色
を
使
い
、
畢
染
の
効
果
を
持
た
せ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
運
筆
及
び
色
づ
か
い
は
明
快
で
な
く
暗
い
印
象
が
あ
り
、
モ
チ

ー
フ
間
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
不
自
然
で
、
人
や
牛
馬
の
脚
が
細
く
線
条
化

し
て
お
り
、
紙
画
の
原
始
的
形
態
を
表
す
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
ご

く
僅
か
で
は
あ
る
が
、
よ
う
や
く
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
紙
面
と
し
て
の

価
値
は
大
き
い
。
ま
た
そ
れ
以
前
に
発
見
さ
れ
て
い
た
宴
飲
楽
舞
に
加
え
た
新

た
な
画
題
を
提
供
す
る
資
料
と
し
て
、
そ
し
て
貌
晋
時
期
の
西
部
辺
境
民
族
の

服
飾
と
生
活
の
様
子
及
び
中
国
古
代
紙
画
の
起
源
と
発
展
の
様
相
を
明
確
に
す

る
た
め
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
（
∪

‥
1
1
　
画
格
と
年
代

車
馬
出
行
と
い
う
画
題
は
中
原
に
お
け
る
漢
代
、
特
に
後
漢
以
来
の
地
主
豪

族
の
生
活
か
ら
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
玉
門
官
庄
古
墓
群
二
〇
〇
三

G
Y
G
M
二
号
墓
か
ら
出
土
し
た
　
「
車
馬
出
行
図
」
　
は
構
図
、
線
、
着
色
に
お

－63－

い
て
陳
北
、
河
北
の
漢
墓

壁
画
の
　
「
車
馬
出
行
図
」

と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。

一
九
七
三
年
に
甘
粛
省

エ
チ
ナ
河
中
流
域
の
肩
水

金
閣
遺
址
（
一
九
七
九
年

以
降
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
の
管
轄
下
に
入
る
）
で
出

土
し
た
前
漢
の
木
板
画
に

は
樹
下
に
人
物
と
馬
が
い

図6　樹下馬・人物図　前漢　板絵墨画

25．0×20．0cm　内モンゴルエチナ

肩水全開遠地出土　　蘭州市、甘粛

省文物考古研究所蔵



る
様
子
（
図
6
）
が
描
か
れ
て
お
牛

こ
れ
に
似
た
も
の
が
前
述
の
ア
ス
タ

ー
ナ
一
三
号
墓
の
紙
画
に
も
描
か
れ

て
い
る
　
（
図
7
）
。
こ
れ
ら
の
絵
画

は
ま
た
官
庄
吉
墓
と
同
様
に
線
描
を

基
本
と
し
て
所
々
に
色
を
補
っ
て
描

か
れ
て
い
る
。
画
格
は
非
常
に
単
純

で
古
拙
で
あ
り
、
ふ
と
す
る
と
滑
稽

な
印
象
さ
え
観
者
に
与
え
る
。
し
か

し
玉
門
の
紙
画
と
比
べ
る
と
ア
ス
タ

ー
ナ
の
紙
画
の
万
が
、
筆
致
が
細
か

図7　樹下鞍馬人物図（図3荘園生活図部分）

く
、
構
図
と
彩
色
に
お
い
て
も
優
れ
て
い
る
。
他
に
技
法
の
面
で
官
庄
古
墓
と

近
い
も
の
と
し
て
、
一
九
九
七
年
発
掘
の
北
魂
▲
九
世
紀
の
山
西
大
同
智
家
壁
墓

図8　車馬出行図　西晋元康元年（291）　板

絵着色　32×23cm　高台県賂蛇城西晋墓

出土　甘粛省、高台県博物館蔵

出
土
の
彩
絵
本
棺
左
側
板

に
描
か
れ
た
　
「
車
馬
出
行

図
」
、
▲
九
九
八
年
甘
粛

島
台
騒
舵
城
西
音
素
で
発

見
さ
れ
た
木
棺
板
画
　
（
図

8
）
　
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

の
う
ち
高
台
騒
駄
城
西
晋

墓
か
ら
は
西
晋
元
康
元
年

（
二
九
一
）
　
の
紀
年
を
有
す

る
族
が
出
土
し
て
お
り
、

木
板
画
の
制
作
年
代
が
三

世
紀
中
後
期
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
。

「
牛
車
図
」
　
は
、
▲
■
九
一
五
年
に
ス
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
ア
ス
タ

ー
ナ
古
墓
群
第
六
区
三
号
墓
の
紙
画
、
一
九
七
二
年
か
ら
七
三
年
に
か
け
て
発

掘
さ
れ
た
廿
粛
嘉
晴
間
七
号
墓
、
▲
九
七
五
年
に
発
掘
さ
れ
た
カ
ラ
ホ
ー
ジ
ャ

古
墓
群
九
七
号
墓
と
九
八
号
墓
か
ら
出
土
し
た
壁
画
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち

甘
粛
嘉
崎
関
七
日
ケ
墓
の
も
の
は
、
前
室
凹
壁
の
樽
上
に
描
か
れ
た
　
「
荘
園
図
」

の
卜
か
ら
数
え
て
第
三
層
日
に
「
出
行
凶
」
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
（
図
9
）
、

カ
ラ
ホ
ー
ジ
ャ
の
も
の
は
墓
室
北
壁
の
　
「
荘
園
図
」
壁
画
中
に
鞍
馬
と
共
に
描

か
れ
る
　
（
図
1
0
）
．
。
時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
西
晋
代
、
十
六
国
の
北
涼
期
（
三
九
七

～
四
三
九
）
　
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
　
「
牛
車
図
」
　
は
い
ず
れ
も
官
庄
古
墓
群
の
も

の
と
よ
く
似
て
い
る
。

貌
晋
時
期
以
降
、
「
出
行
岡
」
　
中
の
　
「
牛
車
図
」
　
で
は
、
御
者
を
車
上
に
乗

せ
る
の
で
は
な
く
牛
の
前
に
置
い
て
午
を
牽
く
よ
う
に
し
、
更
に
牛
車
に
幕
を

つ
け
て
描
く
よ
う
に
な
み
。
遼
寧
遼
陽
仁
王
家
西
晋
墓
壁
画
の
「
出
行
図
」
、

西
原
　
（
四
〇
〇
～
門
▲
▲
　
二
　
又
は
北
涼
時
期
の
酒
泉
丁
家
聞
五
号
墓
前
室
西
壁

右
側
の
　
「
出
行
図
」
、
そ
し
て
玉
門
官
庄
古
墓
群
の
　
「
車
馬
出
行
図
」
等
の
中

に
描
か
れ
る
牛
車
は
全
て
こ
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

構
図
の
面
で
官
庄
古
墓
群
の
　
「
車
馬
出
行
図
」
　
と
類
似
し
て
い
る
も
の
と
し

て
は
、
▲
九
八
三
年
遼
寧
遼
陽
旧
城
東
門
発
見
の
後
漢
中
晩
期
の
壁
画
墓
墓
室

西
壁
に
描
か
れ
て
い
た
　
「
車
馬
出
行
図
」
、
吉
林
省
集
安
市
発
見
の
四
世
紀
末

の
角
抵
塚
後
室
左
側
壁
の
　
「
鞍
馬
人
物
図
」
　
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
御
者

が
鞍
馬
を
牽
き
、
そ
の
後
ろ
に
幕
を
掛
け
た
牛
車
が
続
く
と
い
う
点
に
お
い
て
、

後
者
は
画
面
左
か
ら
右
に
向
か
っ
て
車
馬
が
進
行
す
る
点
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

類
似
す
る
。
そ
し
て
角
抵
塚
の
場
合
、
牛
車
、
鞍
馬
、
人
物
を
三
本
の
大
き
な

－64　【
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果
樹
の
下
に
表
す
よ
う
な
ア
ス
タ
ー
ナ
一
三
号
墓
等
と
同
様
の
特
徴
も
持
っ
て

い
る
。
ま
た
四
〇
九
年
造
の
徳
興
里
古
墳
後
両
道
東
西
壁
に
も
「
出
行
図
」

（
図
日
）
　
が
描
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
上
段
に
牛
車
、
下
段
に
鞍
馬
と
い
う
よ

う
に
、
上
下
に
画
面
を
区
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
画
の
間
に
は
、
一
〇
〇
年

近
い
制
作
年
代
差
と
地
域
差
に
よ
る
影
響
は
存
在
し
な
い
。

他
に
車
馬
関
係
の
出
土
品
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
五
月
に
陳
西
省
威
陽
市
秦

都
区
平
陵
郷
で
発
見
さ
れ
た
十
六
国
時
代
の
前
奏
期
　
（
三
五
一
～
三
九
六
）
　
或

い
は
後
秦
期
　
（
三
八
E
～
四
一
七
）
　
の
M
一
号
墓
か
ら
出
土
し
た
陶
製
の
車
馬

と
鞍
馬
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
色
彩
が
非
常
に
美
し
い
が
、
造
形
は
奇

怪
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
と
随
葬
品
の
分
析
か
ら
判
断
し
て
、
玉
門
官
庄
古
墓
群
の

紙
絵
《
車
馬
出
行
図
》
　
の
制
作
年
代
は
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
の
紙
画
よ
り
や
や
早

く
、
当
に
魂
晋
期
か
ら
十
六
国
時
代
前
期
、
即
ち
三
世
紀
中
後
期
か
ら
四
世
紀

初
と
す
べ
き
で
あ
る
。

（
三
）
　
画
題
と
技
法
の
比
較

i
　
紙
画
間
の
比
較

こ
こ
ま
で
四
幅
の
紙
画
作
品
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
い
ず
れ
の
作
品
も
西

晋
時
代
か
ら
十
六
国
時
代
の
豪
族
、
地
主
達
の
宴
飲
遊
楽
の
生
活
の
様
子
を
表

現
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
当
時
の
上
層
社
会
の
情
趣
と
理
想
を
我
々
に

伝
え
、
ま
た
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
地
域
の
社
会
風
貌
と
思
想
観
念
を
理
解
す
る
上
で

の
表
象
的
資
料
と
な
り
得
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
作
品
を
参
考
に
す
る
と
、
魂

晋
十
六
国
時
期
に
宴
飲
遊
楽
の
場
面
、
即
ち
現
実
生
活
中
の
事
柄
を
絵
画
の
題

材
に
す
る
こ
と
が
流
行
し
た
こ
と
を
理
解
で
き
る
。
漠
代
中
原
地
区
の
絵
画
は

倫
理
、
道
徳
の
説
教
に
関
係
し
た
場
面
を
画
題
と
し
て
選
ん
で
お
り
、
現
実
生

活
を
画
題
に
す
る
こ
と
は
魂
晋
十
六
国
時
期
に
起
き
た
画
題
の
一
大
変
化
と
い

え
る
。
加
え
て
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
か
ら
出
ヒ
し
た
絵
画
に
お
い
て
は
、
文
書

と
同
様
に
歴
史
様
相
を
も
語
り
、
そ
れ
は
文
字
に
よ
る
情
報
よ
り
も
更
に
明
確

な
も
の
で
あ
る
。

構
図
に
つ
い
て
は
、
ア
ス
タ
ー
ナ
一
三
号
墓
の
　
「
荘
園
生
活
図
」
　
と
第
六
区

三
号
墓
の
　
「
宴
楽
図
」
　
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
が
、
他
の
二
幅
は
比
較
的
単
純

で
あ
る
。
ア
ス
タ
ー
ナ
一
三
号
墓
の
　
「
荘
園
生
活
図
」
　
は
樹
木
に
よ
っ
て
場
面

を
区
切
り
、
燕
居
、
厨
房
、
鞍
馬
出
行
、
農
事
の
四
種
類
の
生
活
場
面
を
同
一

画
面
に
整
然
と
組
み
合
わ
せ
る
。
全
体
と
し
て
の
モ
チ
ー
フ
の
配
置
は
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
が
、
お
も
し
ろ
み
が
あ
り
、
そ
れ
は
意
図
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
描

く
上
で
の
規
則
は
無
い
が
、
無
秩
序
で
も
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
ア
ス

タ
ー
ナ
第
六
区
三
号
墓
の
　
「
宴
楽
図
」
　
は
幌
、
井
戸
を
描
き
、
進
酒
、
舞
楽
、

厨
房
の
諸
場
面
を
有
機
的
に
庭
園
場
景
中
に
織
り
交
ぜ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
一
三
号
墓
の
　
「
荘
園
生
活
図
」
と
第
六
区
三
号
墓
の
　
「
宴
楽
図
」
　
は
、
そ

れ
ぞ
れ
画
面
右
上
、
画
面
中
部
の
左
側
に
描
か
れ
た
四
角
の
囲
み
の
中
に
田
圃

を
描
い
て
お
り
、
付
近
に
農
具
も
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
非
常
に
類
似
し
て

お
り
、
と
り
わ
け
第
六
区
三
号
墓
の
　
「
宴
楽
図
」
　
の
田
岡
は
囲
み
の
中
に
描
か

れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
に
二
重
空
間
の
効
果
が
生
ま
れ
て
お
り
、
画
家
の
独
創

性
が
見
受
け
ら
れ
る
。
他
の
二
幅
に
つ
い
て
は
、
衣
服
や
身
の
回
り
品
を
用
い

て
画
面
を
分
け
て
い
る
以
外
に
工
夫
が
な
く
、
厨
事
、
食
事
、
車
馬
出
行
等
の

場
面
を
単
調
に
措
い
て
い
る
。

彩
色
の
面
か
ら
言
え
ば
、
四
幅
は
全
て
墨
画
着
色
で
あ
り
、
赤
、
白
、
縁
、

黒
、
茶
褐
、
黄
等
の
色
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
鈎
勘
墳
彩
が
多
く
行
わ
れ
て
お

り
、
草
取
り
で
効
果
を
出
す
方
法
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
の

66
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三
作
品
の
人
物
の
輪
郭
線
は
非
常
に
精
緻
で
均
整
が
取
れ
て
い
る
が
、
玉
門
の

紙
画
は
運
筆
が
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
人
物
と
鞍
馬
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
も

不
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
作
品
は
い
ず
れ
も
写
実
を
基
礎
と
し
、
趣

を
出
す
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
絵
画
技
法
の
真
髄
を
伝
え
る
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
。
そ
し
て
人
物
の
顔
の
表
情
と
鞍
馬
の
様
子
も
画
面
を
引
き
立
た
せ
て

い
る
。
他
に
四
幅
を
総
観
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
画
題
を
現
実
生
活
か
ら

取
材
し
て
お
り
、
床
椀
、
調
理
道
具
、
鞍
馬
、
牛
車
等
の
共
通
の
モ
チ
ー
フ
が

描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
当
時
の
社
会
の
風
俗
、

習
慣
、
生
活
の
様
子
を
理
解
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て

い
る
。
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
出
土
の
三
幅
の
紙
画
に
は
、
い

ず
れ
も
主
人
が
床
楊
上
に
躁
坐
し
て
描
か
れ
、
こ
こ
に
当
時
の
日
常
生
活
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
こ
の
三
幅
に
は
ま
た
厨
房
で
の
宴
を
準
備

す
る
場
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
調
理
道
具
は
同
時
代
の
墓
の
随
葬
品

中
に
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
か
ら
当
時
の
手
工
業
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
画
に
登
場
す
る
人
物
の
服
飾
は
異
な
り
、
こ
れ
は
多
民
族

が
共
生
し
て
い
た
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
牛
車
に
つ
い
て

は
、
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
の
　
「
宴
楽
図
」
　
と
玉
門
の
　
「
車
馬
出
行
図
」
　
中
に
登
場
す

る
も
の
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。

‥
1
1
　
紙
画
と
壁
画
の
比
較

以
上
の
四
幅
の
紙
画
の
う
ち
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
・
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
出
土
の

三
幅
は
、
画
題
、
構
図
や
技
法
に
お
い
て
、
ア
ス
タ
ー
ナ
付
近
の
カ
ラ
ホ
ー
ジ

ヤ
古
墓
群
の
七
五
T
K
M
九
六
、
七
五
T
K
M
九
七
、
七
五
T
K
M
九
八
か
ら

出
土
し
た
北
涼
時
期
の
壁
画
と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
甘
粛
酒
泉
、

嘉
略
関
出
土
の
壁
画
と
樽
画
、
遼
寧
遼
陽
王
家
村
東
晋
墓
の
壁
画
と
も
非
常

に
近
い
。
孟
凡
人
氏
の
論
述
に
よ
る
と
、
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
の
壁
画
と
紙
画
の

画
題
は
基
本
的
に
同
じ
で
、
構
図
と
技
法
に
お
い
て
や
や
異
な
り
、
全
体
的
な

芸
術
水
準
は
壁
画
よ
り
も
紙
画
の
方
が
上
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
紙
画
、
壁
画

は
共
に
源
が
河
西
及
び
中
原
に
あ
り
、
河
西
の
酒
泉
、
嘉
晴
関
一
帯
の
貌
晋

時
期
の
墓
葬
壁
画
と
淵
源
関
係
に
あ
る
。
ま
た
部
分
的
な
図
像
は
敦
燈
仏
爺
廟

湾
西
晋
画
像
樽
墓
の
壁
画
と
近
い
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
進
食
図
等
が
そ
れ
に

あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
河
西
と
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
の
魂
晋
時
期
の
墓

葬
壁
画
と
紙
画
は
、
鞍
馬
牛
車
出
行
、
家
居
宴
楽
、
庖
厨
、
農
事
等
の
現
実
生

活
か
ら
取
材
し
た
画
題
及
び
運
筆
の
技
法
に
お
い
て
共
通
し
て
お
り
、
絵
画
芸

術
の
地
域
性
と
時
代
性
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

墓
葬
壁
画
、
紙
画
中
に
は
家
居
図
、
農
事
図
、
出
行
図
等
が
見
ら
れ
る
が
、

一
作
品
中
に
こ
れ
ら
の
画
題
が
全
て
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
互
い
の

作
品
が
内
容
を
補
い
合
っ
て
、
共
に
西
晋
か
ら
十
六
国
時
期
の
河
西
と
ト
ウ
ル

フ
ァ
ン
地
区
即
ち
西
北
地
域
一
帯
の
完
壁
な
豪
族
荘
園
生
活
画
巻
を
構
成
す
る

か
ら
で
あ
る
。

一68－

四
．
ま
と
め

以
上
述
べ
て
き
た
中
国
に
お
け
る
古
代
紙
画
の
発
見
地
域
、
画
格
及
び
制
作

年
代
等
に
関
し
て
以
下
簡
単
で
は
あ
る
が
ま
と
め
て
み
る
。

古
紙
、
紙
文
書
、
紙
画
の
出
土
地
域
は
、
現
在
気
候
が
比
較
的
乾
燥
し
て
い

る
甘
粛
、
新
定
等
の
西
北
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
漢
魂
時

期
に
政
治
、
経
済
、
文
化
が
発
達
し
て
い
た
中
原
地
域
に
は
西
北
地
域
よ
り
も



早
い
時
期
に
紙
画
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
湿
潤
な
自
然
環
境
等
の
影
響

で
現
在
に
形
を
残
す
も
の
の
発
見
は
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
古
紙
と
紙
文
書
及
び
紙
画
の
出
土
例
か
ら
、
紙
文
書
が
紙
画
よ

り
も
早
い
時
期
に
出
現
し
て
お
り
、
紙
文
書
は
前
漠
前
期
末
に
、
紙
画
は
後
漢

中
晩
期
か
ら
三
世
紀
中
後
期
の
曹
魂
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
世
に
現
れ
た
と
現
在
一

般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
漢
に
お
い
て
既
に
紙
が
使
用
さ
れ
て
い

た
と
い
う
事
実
と
早
期
の
年
紀
が
入
っ
て
い
る
紙
文
書
を
根
拠
に
す
る
と
、
紙

画
と
紙
文
書
は
正
に
同
時
期
に
出
現
し
、
紙
画
の
小
作
品
に
至
っ
て
は
紙
文
書

よ
り
も
幾
ば
く
か
早
く
出
現
し
て
い
た
と
も
推
定
で
き
る
。

漢
末
か
ら
西
晋
・
東
晋
に
か
け
て
の
時
代
は
、
書
画
の
支
持
体
の
大
変
換
期

で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
前
は
竹
木
の
簡
憶
と
絹
畠
が
主
な
支
持
体
で
あ
っ
た
が
、

お
よ
そ
東
晋
以
後
に
は
紙
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

徐
々
に
書
画
の
伝
統
的
な
支
持
体
と
し
て
の
地
位
を
固
め
て
い
っ
た
。
こ
の
点

か
ら
西
晋
時
期
に
は
既
に
絵
画
に
紙
が
用
い
ら
れ
る
条
件
は
完
全
に
整
っ
て
お

り
、
紙
画
出
現
時
期
の
下
限
は
三
世
紀
中
後
期
、
E
世
紀
初
の
西
晋
時
期
と
考

え
る
の
が
最
も
適
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
時
期
は
麻
紙
が
主
に
用
い
ら
れ

て
い
た
。

最
後
に
古
紙
画
の
画
題
、
画
格
と
技
法
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
。
画
題
は

当
時
の
日
常
生
活
か
ら
取
材
し
て
お
り
、
豪
族
地
主
達
の
舞
楽
宴
飲
、
車
馬
出

行
、
農
事
、
庖
厨
等
の
場
景
が
採
用
さ
れ
、
荘
園
生
活
の
め
で
た
く
平
和
な
様

子
を
再
現
し
て
い
る
。
技
法
は
単
純
で
古
拙
で
あ
り
、
画
格
は
質
朴
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
代
の
墓
葬
壁
画
の
技
法
に
は
や
や
勝
っ
て
お
り
、
運
筆
は
比
較
的

熟
達
し
、
線
の
太
さ
は
使
い
分
け
ら
れ
、
彩
色
も
多
様
で
変
化
に
富
む
。
そ
の

上
皐
染
と
い
う
手
法
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
古
代
の
紙
画
に
つ
い
て
主
に
考
古
発
見
さ
れ
た
作
品
を
み
な
が
ら
述

べ
た
。
し
か
し
不
備
な
点
が
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
、
関
係
方
面
の
ご
教
示
を
仰

ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
）
　
『
中
国
木
簡
古
墓
文
物
展
』
　
（
図
録
）
　
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
、
毎
日
新
聞
社
、
▲
九
九

四
年
。
甘
粛
省
文
物
局
主
編
　
『
甘
粛
文
物
精
華
』
　
図
十
二
　
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六

年
。

（
2
）
洪
恵
鎮
「
試
論
中
国
画
的
材
料
改
革
」
、
『
美
術
観
察
』
　
二
〇
〇
▲
■
年
第
四
期
、
四
九
～
五

二
頁
。
上
記
の
論
文
中
で
洪
恵
鎮
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
中
国
画
制
作
に
は

墨
を
主
体
と
し
て
膠
性
顔
料
を
用
い
る
系
統
と
希
釈
剤
に
水
を
使
用
す
る
絵
具
を
用
い
る

系
統
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
二
〇
〇
〇
余
年
間
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
な
く
続

い
て
き
た
。
反
対
に
支
持
体
と
し
て
何
を
使
う
の
か
と
い
う
こ
と
は
何
度
も
変
化
し
た
ノ

お
よ
そ
戦
国
時
代
か
ら
絹
畠
画
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
五
代
両
未
の
時
代
か
ら
絹

吊
を
以
っ
て
支
持
体
の
主
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
代
以
降
に
は
紙
が
絹
に
取
っ
て
代

わ
り
、
紙
が
次
第
に
主
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
絹
が
紙
に
次
ぐ
支
持
体
と
な

っ
た
。

（
3
）
　
『
芸
術
類
架
』
　
巻
五
八
。

（
4
）
　
『
古
今
図
書
集
成
　
理
学
編
　
字
学
典
』
巻
一
五
一
二
、
紙
部
。

（
5
）
　
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
「
甘
粛
敦
憧
漠
代
懸
泉
置
遺
址
発
掘
簡
報
」
、
彗
文
物
』
　
二
〇
〇

〇
年
第
五
期
、
四
～
二
〇
頁
。

（
6
）
侯
燦
、
楊
代
欣
編
著
『
楼
蘭
漢
文
簡
紙
文
書
集
成
』
巻
一
～
三
、
天
地
出
版
社
、
一
九
九

九
年
。

（
7
）
　
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
大
美
術
展
』
　
（
図
録
）
　
図
四
七
、
四
八
、
東
京
国
立
博
物
館
、
バ
九
九
六

年
。

（
8
）
　
『
書
の
至
宝
－
日
本
と
中
国
と
』
　
（
図
録
）
　
図
二
五
、
東
京
国
立
博
物
館
、
朝
日
新
聞
社
、
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二
〇
〇
六
年
。

（
9
）
松
本
仲
之
監
修
『
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ー
幻
の
都
楼
蘭
か
ら
永
遠
の
都
西
安
へ
ー
』
図

四
九
、
産
経
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
10
）
唐
長
編
「
新
出
吐
魯
番
文
書
発
掘
整
理
経
過
及
文
書
簡
介
」
、
『
東
方
学
報
』
京
都
第
五
四

冊
、
一
九
八
二
年
。

（
1
1
）
新
産
経
吾
ホ
自
治
区
博
物
館
編
『
新
虎
出
土
文
物
』
図
四
六
、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
五

年
。
上
記
の
著
作
に
よ
る
と
残
存
し
て
い
る
部
分
の
大
き
さ
は
縦
二
三
・
〇
c
m
、
横
七

二
・
六
c
m
で
あ
り
、
材
質
は
高
級
麻
紙
で
あ
る
。

（
1
2
）
黄
文
弼
『
吐
魯
番
考
古
記
』
図
版
一
八
－
二
一
、
二
二
、
中
国
科
学
院
出
版
社
、
一
九
五

四
年
。

（
13
）
唐
・
智
升
「
開
元
釈
教
録
」
、
『
大
正
蔵
』
第
五
五
巻
。
任
継
愈
『
漢
唐
仏
教
思
想
論
集
』

（
第
二
版
）
人
民
出
版
社
、
一
九
七
三
年
、
四
頁
。

（
1
4
）
池
田
温
『
中
国
古
代
写
本
識
語
集
録
』
（
東
洋
文
化
研
究
所
叢
刊
第
二
輯
）
大
蔵
出

版
、
一
九
九
〇
年
、
七
四
頁
。

（
1
5
）
香
川
黙
識
編
『
西
域
考
古
図
譜
』
巻
下
、
国
華
社
、
一
九
一
五
年
、
一
頁
。
池
田
温

『
中
国
古
代
写
本
識
語
集
録
』
（
東
洋
文
化
研
究
所
叢
刊
第
一
一
輯
）
図
一
、
大
蔵
出
版
、

一
九
九
〇
年
。
陳
国
燦
「
従
敦
塩
吐
魯
香
所
出
早
期
写
経
看
仏
教
的
東
伝
西
漸
」
、
鄭
柄

林
主
編
『
致
塩
仏
教
芸
術
文
化
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
所
収
、
蘭
州
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
。

（
16
）
季
羨
林
主
編
『
敦
塩
学
大
辞
典
』
敦
塩
遺
書
条
（
姜
伯
勤
撰
）
、
上
海
辞
書
出
版
社
、
一

九
九
八
年
、
一
四
～
一
七
頁
。

（
1
7
）
金
維
諾
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
二
隋
唐
五
代
絵
画
、
図
二
五
、
人
民
美
術
出
版

社
、
一
九
八
四
年
。

（
1
8
）
藩
吉
星
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
絵
画
に
紙
を
用
い
る
要
求
が
非
常
に
高
ま

っ
た
。
し
か
し
、
漠
晋
、
隋
唐
で
は
絹
を
用
い
て
の
作
画
が
多
く
為
さ
れ
た
。
唐
代
か
ら

紙
本
絵
画
が
登
場
し
た
が
、
未
だ
多
く
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
紙
本
の
作
画
が
大
量
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
宋
元
時
代
か
ら
で
あ
り
、
使
わ
れ
て
い
た
も
の
の
多
く
は
皮

料
紙
で
あ
っ
た
。
」
（
清
吉
星
『
中
国
道
紙
技
術
史
稿
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
一

0
0
頁
。
清
吉
星
著
、
佐
藤
武
敏
訳
　
『
中
国
製
紙
技
術
史
』
　
（
日
本
語
版
）
　
平
凡
社
、
一

九
八
〇
年
、
一
八
一
頁
。
）
　
ま
た
洪
恵
鋲
氏
も
以
下
の
論
文
で
、
後
漢
の
百
官
察
倫
が
発

明
し
た
製
紙
技
術
か
ら
推
測
し
て
、
早
期
の
紙
は
作
画
に
適
さ
な
く
、
中
国
画
が
紙
上
に

描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
魂
晋
時
代
よ
り
も
早
い
時
期
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い

と
考
え
、
ま
た
元
代
以
降
に
紙
を
用
い
た
作
画
が
大
量
に
行
わ
れ
る
に
な
っ
た
こ
と
を
解

明
し
た
。
洪
恵
鎮
「
試
論
中
国
画
的
材
料
改
革
」
、
『
美
術
観
察
』
　
二
〇
〇
一
年
第
四
期
、

四
九
～
五
二
頁
。

（
1
9
）
　
金
維
諾
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
二
隋
唐
五
代
絵
画
、
図
二
、
人
民
美
術
出
版

社
、
一
九
八
四
年
。

（
2
0
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
孟
凡
人
、
趨
華
、
王
素
の
三
氏
は
早
く
か
ら
専
門
の
論
文
を
書
い
て
い
る
。

本
稿
で
は
作
品
の
部
分
的
な
内
容
を
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
。

（
2
1
）
　
新
彊
維
吾
ホ
自
治
区
博
物
館
「
吐
魯
番
県
阿
斯
塔
那
－
唸
拉
和
卓
古
墓
群
発
掘
簡
報
」
、

『
文
物
』
一
九
七
三
年
第
十
期
、
七
～
二
七
頁
。
新
澄
雄
吾
ホ
自
治
区
博
物
館
編
『
新
彊

出
土
文
物
』
　
図
四
七
、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
五
年
。
新
彊
文
物
局
他
主
編
　
『
新
港
文
物

古
連
大
観
』
　
図
〇
三
三
四
、
新
彊
美
術
摂
影
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
2
2
）
　
王
素
氏
は
鞍
馬
と
御
者
後
方
に
並
べ
て
あ
る
四
つ
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
そ
れ

は
趨
華
氏
の
解
釈
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
左
か
ら
順
に
曲
蓋
、
節
、
磨
、
憧
と

し
、
こ
れ
ら
は
権
力
と
身
分
の
象
徴
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
図
は
東
晋
冬
寿
墓
　
（
洪
晴
玉

「
関
干
冬
寿
墓
的
発
現
和
研
究
」
、
『
考
古
』
一
九
五
九
年
第
一
期
、
二
七
頁
。
）
　
と
審
承
嗣

墓
　
（
雲
南
省
文
物
工
作
隊
「
雲
南
省
昭
通
后
海
子
乗
晋
壁
画
墓
活
理
簡
報
」
、
『
文
物
』
一

九
六
三
年
第
二
一
期
、
い
～
六
頁
。
）
　
の
壁
画
の
も
の
と
類
似
し
て
い
る
っ

（
2
3
）
　
孟
凡
人
「
吐
魯
番
十
六
国
時
期
的
墓
葬
壁
画
和
紙
画
略
説
」
　
（
趨
華
主
編
　
『
吐
魯
香
古
墓

葬
出
土
芸
術
品
』
所
収
、
新
彊
美
術
摂
影
出
版
社
、
一
九
九
四
年
「
、
孟
凡
人
　
『
新
彊
考
古

与
史
地
論
集
』
　
所
収
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
）

（
2
4
）
　
王
素
「
吐
魯
番
出
土
「
地
主
生
活
図
」
新
探
」
、
『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
八
期
、
九
〇
～

九
二
頁
。

（
2
5
）
　
S
T
E
H
N
（
A
u
r
e
－
）
｝
～
3
莞
「
3
0
乳
A
紙
質
N
く
0
－
．
）
O
H
P
r
d
L
纂
－
．
ス
タ
イ
ン
は
一
九
一
五
年

の
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
発
掘
に
お
い
て
十
六
国
時
代
の
壁
画
墓
四
座
を
発
見
し
た
r
し
　
そ
の
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う
ち
紙
画
を
有
し
て
い
た
墓
の
編
号
は
上
記
の
著
書
に
お
い
て
、
A
s
t
∵
1
1
↑
0
－
＋
O
u
〉

A
s
t
．
‖
1
1
↑
O
N
）
A
s
t
∵
Ⅵ
↑
0
－
＋
O
U
等
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
図
版
は
以
下
の
著
書
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
S
T
E
－
N
（
A
u
r
e
－
）
〉
訂
莞
r
ヨ
○
監
A
加
計
し
く
0
－
．
〉
○
舛
才
r
d
L
纂
－
．

（
2
6
）
前
掲
註
（
2
5
）
に
同
じ
。
ま
た
「
宴
飲
図
」
の
カ
ラ
ー
図
版
は
以
下
の
著
作
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
穆
舜
英
『
中
国
新
雇
古
代
蛮
術
』
図
二
二
〇
、
新
港
美
術
摂
影
出
版
社
、
一
九

九
四
年
。

（
2
7
）
前
掲
註
（
2
3
）
に
同
じ
。

（
2
8
）
王
素
「
吐
魯
番
晋
十
六
国
墓
葬
所
出
紙
画
和
壁
画
」
、
『
文
物
天
地
』
一
九
九
二
年
第
四
期
、

二
八
頁
。

（
2
9
）
速
筆
「
新
彊
古
代
絵
画
「
地
主
生
活
図
」
」
、
『
新
彊
芸
術
』
一
九
八
五
年
第
三
期
。
同
氏

「
吐
魯
番
東
晋
時
期
的
墓
室
壁
画
」
、
『
新
彊
文
物
』
一
九
九
二
年
第
二
期
。

（
3
0
）
前
掲
註
（
2
4
）
に
同
じ
。

（
3
1
）
前
掲
註
（
2
3
）
に
同
じ
。

（
3
2
）
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
「
甘
粛
玉
門
官
庄
魂
晋
墓
葬
発
掘
簡
報
」
、
『
考
古
与
文
物
』
二

〇
〇
五
年
第
六
期
、
一
〇
～
一
五
頁
。

（
3
3
）
甘
粛
居
延
考
古
隊
「
居
延
漠
代
遺
姓
的
発
掘
和
新
出
土
的
簡
冊
文
物
」
、
『
文
物
』
一
九
七

八
年
第
一
期
、
一
～
二
五
頁
。
張
安
治
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
一
原
始
至
南
北

朝
絵
画
、
図
六
六
、
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

（
3
4
）
劉
俊
喜
、
高
峰
「
大
同
智
家
壁
北
魂
墓
相
板
画
」
、
『
文
物
』
二
〇
〇
四
年
第
十
二
期
、
三

五
～
四
七
頁
。

（
3
5
）
甘
粛
省
文
物
局
編
『
甘
粛
文
物
精
華
』
図
一
九
五
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
36）
甘
粛
省
文
物
隊
、
甘
粛
省
博
物
館
、
嘉
略
関
市
文
物
管
理
所
『
嘉
略
関
壁
画
墓
発
掘
報
告
』

文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。
宿
自
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
一
二
墓
室
壁
画
、

図
三
九
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

（
3
7
）
新
亜
博
物
館
考
古
隊
「
吐
魯
番
瞭
拉
和
卓
古
墓
群
発
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
八
年
第

六
期
、
一
～
九
頁
。
宿
自
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
一
二
墓
室
壁
画
、
図
五
二
、

文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

（
3
8
）
中
国
大
百
科
全
書
総
編
輯
委
員
会
「
考
古
学
」
編
集
委
員
会
編
『
中
国
大
百
科
全
書
・
考

古
巻
』
（
初
版
）
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
二
七
八
～
二
七
九
頁
。

（
3
9
）
李
慶
発
「
遼
陽
上
王
家
村
晋
代
壁
画
墓
活
理
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期
、
六

〇
～
六
二
頁
。

（
4
0
）
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
『
酒
泉
十
六
国
墓
壁
画
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

（
4
1
）
遼
寧
省
博
物
館
、
遼
陽
博
物
館
「
遼
寧
遼
陽
旧
城
東
門
里
壁
画
墓
」
、
『
文
物
』
一
九
八
五

年
第
六
期
、
二
五
～
四
二
頁
。

（
4
2
）
池
内
宏
、
梅
原
末
治
『
通
溝
』
巻
下
、
図
四
四
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
。

（
4
3
）
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院
、
朝
鮮
画
報
祉
編
『
徳
興
里
高
句
麗
壁
画
古
墳
』

（
第
二
版
）
挿
図
一
四
、
講
談
社
、
一
九
八
六
年
。
平
山
郁
夫
総
監
修
『
高
句
麗
壁
画
古

墳
』
図
八
七
、
八
八
、
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
4
4
）
威
陽
市
文
物
考
古
研
究
所
「
威
陽
平
陵
十
六
国
墓
活
理
簡
報
」
、
『
文
物
』
二
〇
〇
四
年
第

八
期
、
四
～
二
八
頁
。

（
4
5
）
前
掲
註
（
3
2
）
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
報
告
書
参
照
。
報
告
書
で
は
「
西
晋
晩
期
か
ら

十
六
国
時
期
の
四
世
紀
中
葉
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
6
）
前
掲
註
（
3
7
）
新
彊
博
物
館
考
古
隊
報
告
書
参
照
。

（
4
7
）
甘
粛
省
博
物
館
「
酒
泉
嘉
略
関
晋
墓
的
発
掘
」
、
『
文
物
』
一
九
七
九
年
第
六
期
、
一
～
一

六
頁
。
宿
自
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
一
二
墓
室
壁
画
、
図
三
九
、
文
物
出
版
社
、

一
九
八
九
年
。

（
4
8
）
ア
ス
タ
ー
ナ
第
二
二
号
墓
の
紙
画
で
、
墓
主
が
覆
斗
帳
の
下
で
扇
を
持
っ
て
床
楊
上
に
坐

っ
て
い
る
構
図
と
そ
れ
を
描
く
技
法
は
遼
陽
晋
墓
の
壁
画
中
に
措
か
れ
て
い
る
も
の
と
非

常
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
。
李
慶
発
「
遼
陽
上
王
家

村
晋
代
壁
画
墓
活
理
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期
。
ま
た
鄭
岩
氏
は
遼
陽
上
王

家
村
壁
画
墓
を
西
晋
時
期
の
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
著
書
を
参
照
。

鄭
岩
『
親
晋
南
北
朝
壁
画
墓
研
究
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
〇
～
三
三
頁
。

（
49）
孟
凡
人
氏
は
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
地
域
出
土
の
十
六
国
墓
壁
画
、
紙
画
と
酒
泉
丁
家
間
五
号
墓

壁
画
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

（
5
0
）
一
九
九
五
年
発
掘
の
第
三
七
号
墓
墓
室
西
壁
南
側
の
画
像
樽
の
「
進
食
図
」
の
よ
う
に
、
画

題
が
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
著
書
を
参
照
。
甘
粛
省
文
物
考
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占
研
究
所
、
戴
春
陽
主
編
　
『
敦
燥
仏
爺
廟
湾
西
晋
画
像
樽
墓
』
　
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八

年
。

【
図
版
出
典
】

図
1
甘
粛
省
文
物
局
主
編
『
甘
粛
文
物
精
華
』
図
十
一
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

図
2
松
本
仲
之
監
修
『
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ー
幻
の
都
楼
蘭
か
ら
永
遠
の
都
西
安
へ
ー
』

図
四
九
、
産
経
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
。

図
3
・
図
7
新
彊
文
物
局
他
主
編
『
新
彊
文
物
古
迩
大
観
』
図
〇
三
三
四
、
新
彊
美
術
摂
影

出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

図
4
穆
舜
英
『
中
国
新
責
古
代
聾
術
』
図
二
二
〇
、
新
彊
美
術
摂
影
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

図
5
（
出
土
時
）
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
西
気
東
輸
工
程
考
古
隊
に
よ
っ
て
二
〇
〇
三
年
に

撮
影
。

図
5
（
補
修
後
）
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
「
甘
粛
玉
門
官
庄
貌
晋
墓
葬
発
掘
簡
報
」
表
紙
図

版
、
『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
六
期
、
一
〇
～
一
五
頁
。

図
6
張
安
治
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
一
原
始
至
南
北
朝
絵
画
、
図
六
六
、
人
民
美

術
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

図
8
甘
粛
省
文
物
局
編
『
甘
粛
文
物
精
華
』
図
一
九
五
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

図
9
宿
自
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
一
二
墓
室
壁
画
、
図
三
九
、
文
物
出
版
社
、
【

九
八
九
年
。

図
10
宿
自
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
一
二
墓
室
壁
画
、
図
五
二
、
文
物
出
版
社
、
一

九
八
九
年
。

図
1
1
（
描
起
し
図
）
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院
、
朝
鮮
画
報
社
編
『
徳
興
里
高

句
麗
壁
画
古
墳
』
（
第
二
版
）
挿
図
一
四
、
講
談
社
、
一
九
八
六
年
。

図
1
1
（
牛
車
、
鞍
馬
人
物
）
平
山
郁
夫
総
監
修
『
高
句
麗
壁
画
古
墳
』
図
八
七
、
八
八
、
共
同

通
信
社
、
二
〇
〇
五
年
。
（
田
林
啓
訳
）

王
　
元
林
　
（
お
う
・
げ
ん
り
ん
）

一
九
九
七
年
　
北
京
大
学
考
古
学
部
卒
業

二
〇
〇
六
年
　
神
戸
大
学
文
学
研
究
科
修
了

現
在
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
研
究
員
、
神
戸
大
学
文
化
学
研
究
科
在

学
中
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